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雇
用
保
険
の

加
入
要
件
で
あ

る
週
の
労
働
時

間
が
現
行
の
20

時
間
以
上
か
ら
10
時
間
以
上

に
緩
和
す
る
方
向
だ
。
こ
の

要
件
は
約
30
年
間
維
持
さ
れ

て
き
た
が
、
今
回
政
府
が
掲

げ
る
異
次
元
の
少
子
化
対
策

の
一
環
で
出
て
き
た
。

　

雇
用
保
険
に
加
入
す
る
と

雇
用
主
と
労
働
者
で
賃
金
の

１
・
55
％
の
保
険
料
を
支
払

い
、
労
働
者
は
０
・
６
％
を
負

担
す
る
事
に
な
る
。
失
業
給

付
や
育
休
給
付
が
受
け
ら
れ

る
た
め
労
働
者
に
と
っ
て
は

有
益
な
制
度
で
有
り
加
入
要

件
の
緩
和
は
歓
迎
さ
れ
る
。

　

失
わ
れ
た
30
年
に
よ
り
経

済
成
長
の
な
い
日
本
に
と
っ

て
、
最
低
賃
金
を
上
げ
て
い

く
事
も
大
切
だ
が
、
更
な
る

人
件
費
の
負
担
増
は
中
小
企

業
の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
く

事
が
予
想
さ
れ
る
。
内
部
留

保
を
十
分
抱
え
て
い
る
大
企

業
と
違
っ
て
、
我
々
歯
科
医

院
の
よ
う
な
中
小
零
細
企
業

は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
の
保
険
治

療
費
に
よ
り
収
入
は
増
え

ず
、
経
営
に
余
裕
な
ど
無

い
。
全
く
歯
科
界
の
現
状
と

か
け
離
れ
た
歯
科
医
療
政
策

に
は
憤
り
を
感
じ
る
。

　

政
府
に
は
、
雇
用
者
も
労

働
者
も
前
向
き
に
な
れ
る
経

済
対
策
を
提
案
し
て
欲
し
い

も
の
だ
。 

（
Ｎ
）

強行する側が追い詰められている

11月16日　国会要請行動
現行の健康保険証を残してください　署名提出

〈第二大臼歯に用いた例〉
11月22日中医協資料から

CAD/CAM冠　1,815点予定 
（製作料1,200点＋材料料615点）
装着料　45点　＋45点（内面処理加
算１）
形成料　生PZ 796点，失PZ 636点

街頭で訴える集会参加者（中央）

　

11
月
５
日
開
か
れ
た
オ
ー
ル
近
畿
ア
ク
シ
ョ
ン
２
０

２
３
で
は
、
政
府
が
進
め
る
来
年
秋
の
現
行
保
険
証
の

廃
止
方
針
を
止
め
さ
せ
る
こ
と
、
社
会
保
障
の
拡
充
を

進
め
い
の
ち
・
暮
ら
し
を
守
ろ
う
と
、
近
畿
各
府
県
の

保
険
医
協
会
や
市
民
団
体
各
分
野
か
ら
訴
え
が
寄
せ
ら

れ
た
。
３
回
連
載
で
各
分
野
の
声
を
紹
介
す
る
。
第
２

回
は
、
障
害
者
の
立
場
か
ら
。

き
ょ
う
さ
れ
ん

奈
良
支
部
か
ら

　

障
害
の
あ
る
人
の
事
業
所

を
運
営
し
て
い
ま
す
。
先

日
、「
自
分
自
身
の
健
康
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
い
ま
し

た
。「
コ
ロ
ナ
で
３
、
４
年

出
か
け
て
い
な
か
っ
た
の

で
、
ち
ょ
っ
と
歩
い
た
だ
け

で
息
切
れ
し
ま
す
」
、
「
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
の
予
約
が
な
か

な
か
で
き
な
く
て
不
安
で

す
。
あ
と
何
回
打
っ
た
ら
い

い
の
か
、
有
料
に
な
る
と
ど

れ
ぐ
ら
い
お
金
が
い
る
の
か

も
心
配
で
す
」
、
な
ど
コ
ロ

ナ
に
関
す
る
疑
問
も
多
く
出

さ
れ
ま
し
た
。「
ど
ん
な
時

に
病
院
に
行
っ
て
い
ま
す

か
」
と
聞
く
と
、
精
神
科
を

は
じ
め
歯
科
医
院
、
皮
膚

科
、
眼
科
な
ど
一
人
で
た
く

さ
ん
の
診
療
科
に
通
院
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。通

院
は
い
く
つ
も
の

壁
を
乗
り
越
え
て

　

病
院
に
行
く
に
も
、「
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
と
一
緒
に
行
か

な
い
と
、
病
院
の
説
明
が
分

か
ら
な
い
」、「
一
人
で
は
行

け
な
い
」
な
ど
の
苦
労
も
あ

り
ま
す
。

歯
Ｃ
Ａ
Ｄ
適
用
拡
大　

12
月
か
ら

　

国
会
行
動
で
は
、
▽
「
現

行
の
健
康
保
険
証
を
残
し
て

く
だ
さ
い
」
請
願
署
名
の
紹

介
議
員
の
拡
大
▽
物
価
上
昇

へ
の
財
政
措
置
▽
診
療
報
酬

の
総
枠
拡
大
―
―
を
求
め
て

要
請
し
た
。
大
阪
選
出
の
森

山
浩
行
（
立
憲
）
、
宮
本
岳

志
（
共
産
）
各
衆
院
議
員
を

　

協
会
・
保
団
連
は
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
実
現

さ
せ
よ
う
と
11
月
16
日
、
国
会
議
員
へ
陳
情
す
る
と
と
も

に
、
保
団
連
を
含
む
医
療
団
体
連
絡
会
議
が
同
日
に
開
い

た
「
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
」
国
会
内
集
会
に
段

野
和
茂
理
事
、
伊
津
進
弘
相
談
役
、
事
務
局
が
参
加
し
た
。

は
じ
め
、

山
下
芳
生
（
共

産
）
参
院
議
員
の
３
議
員
が

請
願
署
名
の
引
き
受
け
を
快

諾
し
た
。

　

協
会
か
ら
は
、

５
月
以

降
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
健
康
保
険
証
を
一
体
化
さ

せ
た
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

率
は
減
少
し
て
い
る
が
、
い

ま
だ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
は
散
見

さ
れ
、
窓
口
の
効
率
化
に
と

っ
て
逆
効
果
で
あ
る
と
医
療

現
場
の
実
情
を
訴
え
た
。
山

下
議
員
は
、「
リ
ア
ル
な
調

査
や
現
場
の
声
に
よ
っ
て
、

与
党
に
も
影
響
を
与
え
て
い

る
。
強
行
し
よ
う
と
す
る
側

が
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
る
状

況
。
保
険
証
廃
止
撤
回
に
向

け
て
、
一
丸
と
な
っ
て
闘
い

抜
き
ま
し
ょ
う
」
と
語
っ
た
。

　

「
保
険
証
の
存
続
を
求
め

る
」
国
会
内
集
会
で
は
、
医

社
会
保
障
の
拡
充
で
、
い
の
ち
・
暮
ら
し
を
守
ろ
う
！

障
害
の

あ
る
人
年
収
２
０
０
万
円
以
下
６
割

　

障
害
者
は
、「
通
院
回
数

が
多
い
」、「
予
約
す
る
こ
と

が
難
し
い
」、「
ヘ
ル
パ
ー
さ

ん
に
頼
ま
な
け
れ
ば
通
院
で

き
な
い
」
な
ど
、
た
く
さ
ん

の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
こ
と
に

加
え
、
収
入
が
少
な
い
障
害

者
に
と
っ
て
、
病
院
に
行
く

こ
と
は
い
く
つ
も
の
壁
を
乗

り
越
え
て
た
ど
り
つ
く
と
こ

ろ
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
し
た
。

物
価
高
の
あ
お
り

で
通
院
手
控
え

　

障
害
者
の
60
％
は
年
収
２

０
０
万
円
以
下
で
す
。
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
も
多

く
、
障
害
者
は
通
常
の
受
給

者
の
６
倍
い
ま
す
。
物
価
高

の
あ
お
り
を
受
け
、
通
院
を

手
控
え
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
医
療
費
窓
口
負
担
０

円
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
障

害
の
あ
る
人
の
生
活
と
健
康

を
守
る
一
つ
の
大
き
な
指
標

に
な
る
と

考
え
て
い

ま
す
。

　

障
害
者

権
利
条
約

に

は

、

「
障
害
に

基
づ
く
差

別

な

し

に
、
可
能

な
限
り
最

高
水
準
の

健
康
を
享

受
す
る
権

利
を
有
す
る
こ
と
を
認
め

る
」
と
あ
り
ま
す
。
す
べ
て

の
人
に
必
要
な
医
療
が
十
分

に
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
求
め

ま
す
。

ネット
署名↓

重ねてのお願いです
「診療報酬の引
き上げと患者負
担軽減を求め
る」会員署名に
ご協力ください

あげよう
を声声

②

共
済
部
か
ら
の
ご
案
内

共
済
部
か
ら
の
ご
案
内

　

解
約
一
時
金
の
年
内
受
取
を
ご
希
望
の
方

は
、
所
定
の
請
求
書
を
12
月
15
日
（
金
）
協
会

必
着
で
お
送
り
下
さ
い
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

解
約
一
時
金
の
年
内
受
取

12
月
15
日（
金
）
協
会
必
着

保
険
医
年
金

療
・
介
護
な
ど
各
分
野
の
代

表
が
、
現
行
の
健
康
保
険
証

廃
止
に
不
安
を
抱
え
る
方
た

ち
の
現
場
実
態
と
健
康
保
険

証
の
存
続
を
求
め
て
発
言
し

た
。
ま
た
、
中
央
社
会
保
障

推
進
協
議
会
の
林
信
悟
事
務

局
長
が
基
調
報
告
。
４
月
に

か
け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
義
務
化
に
よ
っ
て
医
療

機
関
が
対
応
に
追
わ
れ
て
い

た
が
、
大
き
な
世
論
化
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と

述
べ
、
第
２
１
１
通
常
国
会

（
２
０
２
３
年
１
月
23
日
〜

６
月
21
日
）
の

中
盤
以
降
、
保

団
連
、
各
協
会

・
医
会
の
調
査

に
よ
っ
て
相
次

ぐ
ト
ラ
ブ
ル
事

例
が
表
面
化
、

各
報
道
機
関
が

問
題
を
連
日
取

り
上
げ
る
中

で
、
国
民
世
論

に
大
き
く
問
題
が
露
呈
、

「
保
険
証
廃
止
反
対
72
・
１

％
（
共
同
通
信
）
」
へ
と
大

き
く
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
経

過
を
紹
介
し
た
。「
保
険
証

の
存
続
」
こ
そ
が
国
民
の
不

安
を
払
拭
す
る
確
か
な
選
択

で
あ
り
、
第
２
１
２
回
臨
時

国
会
（
10
月
20
日
〜
12
月
13

　

11
月
22
日
中
医
協
で
「
ポ

リ
エ
ー
テ
ル
エ
ー
テ
ル
ケ
ト

ン
」
が
新
た
に
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
材
料
（
Ⅴ
）
と
し
て

対
象
と
な
り
、
12
月
か
ら
残

存
歯
の
条
件
を
問
わ
ず
大
臼

歯
に
保
険
適
用
さ
れ
る
。
11

月
30
日
現
在
、
松
風
ブ
ッ
ク

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
が
承
認
さ
れ
て
い

る
。
詳
報
は
後
号
掲
載
分
を

確
認
さ
れ
た
い
。

・
材
料
（
Ⅴ
）
を
使
用
し
た

場
合
、
歯
質
に
対
す
る
接
着

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
サ

ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
処

理
お
よ
び
プ
ラ
イ

マ
ー
処
理
を
行
い

接
着
性
レ
ジ
ン
セ

メ
ン
ト
を
用
い
て

装
着
す
る

・
製
品
に
付
属
し

て
い
る
使
用
し
た

材
料
の
名
称
及
び

ロ
ッ
ト
番
号
等
を

記
載
し
た
文
書

（
シ
ー
ル
等
）
を

保
存
す
る
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ

Ｍ
冠
材
料
（
Ⅲ
）
を
用
い
た

場
合
の
取
り
扱
い
は
変
わ
ら

な
い
（
７７
７７
残
存
時
の
６
番

な
ど
）
。

左から段野氏、森山議員、伊津氏

中央・宮本議員

中央・山下議員

日
）
で
は
、
来
年
秋
の
保
険

証
廃
止
を
め
ぐ
る
課
題
が
国

政
の
最
大
争
点
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
署
名
を

積
み
上
げ
、
た
た
か
い
を
さ

ら
に
広
げ
て
「
保
険
証
を
残

す
」
政
治
決
断
を
迫
ろ
う
、

と
呼
び
掛
け
た
。

 

（
２
面
関
連
記
事
）

大阪 市
物価高騰対策等
医療機関支援金
申請期限

12月15日まで


